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＜計画の目的＞ 
 

戦国時代、織田信長公を訪ねてきた来訪者は、

巨石や石垣造りの城に驚き、山上からの壮観な

眺めに言葉を失ったと、当時の記録に記されてい

ます。平成 30 年度から始まった山上部の発掘調

査により、今まさに当時の石垣や城郭の姿が判明

しつつあり、そのルーツは、信長公の義父、斎藤道

三公にさかのぼることも明らかになってきました。 

本計画は、斎藤道三公、織田信長公の居城で

あり、日本遺産の主要な構成文化財でもある国

史跡岐阜城跡(平成 23 年指定)を保存・活用するた

めの具体的な計画を示したものです。これを新た

なスタートとして、官民が連携して岐阜城跡の魅

力を全国に発信するとともに、本物志向の観光ま

ちづくりに取り組んでまいります。 
 

＜岐阜城跡の城郭の価値＞ 
 

○信長が天下統一の拠点とし、金箔瓦や天守などの新たな要素が取り入れられた、中世の

城郭から近世の城郭への転換点にあたる城郭 

○16 世紀の城郭遺構が重層しており、守護・戦国大名クラスの山城の変遷や構造を考える

上で重要な位置にある城郭 

○巨石の多用、岩盤や谷川の加工・修景など、複数の異なる意匠を融合し造られた巨大な 

庭園空間を有し、その後の城郭庭園にも影響を与えた城郭 

○当時の様子が詳細に記された複数の文献記録が残り、発掘調査成果と合わせることで、 

より鮮明に当時の姿を顕在化できる城郭 
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これまでの調査で、信長在城時に天守台と

瓦葺建物が築かれた可能性が高いこと、一ノ

門、二ノ門の構造などが判明しつつあります。 

調査は一部分であるため不明な点も多く、

今後も、後斎藤期、信長・信忠期、本能寺の変

以降のそれぞれの段階における構造の解明に

取り組む必要があります。 

保存 

 

活用 

ガイドや武将隊等の活動、リーフレットや冊
子の作成、テレビ番組での紹介や「信長学フォ
ーラム」等のイベントを通じて、官民で岐阜城
跡の魅力を紹介してきました。 

その価値をさらに発信するとともに、城下町
や長良川の水辺空間を含めたエリア一帯の
魅力向上に取り組む必要があります。 

整備 

分布調査により、新たな石垣等が次々と発

見されています。これらの城郭遺構を将来に

継承するための保存管理を計画的に行う必

要があります。 

また、利用者のマナー向上や、防災対策に

引き続き取り組む必要があります。 

発掘調査で見つかった 
天守台の石垣 

山上部では、明治時代以降、復興天守を中
心とした整備が進められてきましたが、そこに
至る石垣等の遺構の多くは樹木に隠れている
ため、来訪者に城郭としての姿を伝えられる整
備が必要になっています。 

また山麓部では、発掘調査で見つかった滝
の再現実験を行っていますが、今後、その価値
を伝える整備が求められています。 

天守台での発掘作業風景 

山林火災総合防御訓練 石垣の落石防止網設置 

山麓・庭園跡での 
滝再現実験 

復興天守周辺の 
樹木の様子 

課題解決のための取組みへ 

岐阜公園でのガイド活動 岐阜城紹介マンガ冊子 

調査 
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＜保存・活用の基本理念＞ 

魅力発見☆発信⚡発展⤴ 
未来へつなぐ岐阜城跡 

 

  

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

保存の基本方針・方法 

史跡周辺も含めた遺構を的確に把握し、

関連する計画などと連携して適切に保存

管理を行い、史跡岐阜城跡が持つ多様な

価値を未来へ継承する。 

運営・体制の基本方針・方法 

関連機関や関連事業と連携し、岐阜城

跡の価値や魅力を向上させ、守り伝えるこ

との出来る運営・体制を構築する。 

調査の基本方針・方法 

発掘調査や文献調査など、総合的な調

査研究や全国の城郭との比較検討を積み

重ね、岐阜城跡の知られざる価値や魅力を

明らかにする。 

整備の基本方針・方法 

岐阜城跡の確実な保存と、価値や魅力

を一人でも多くの人に伝えることの出来る

整備を目指す。 

活用の基本方針・方法 

岐阜城跡と関連する地区と一体で岐阜

城跡が持つ価値や魅力を正確に伝え、地域

に対する誇りの醸成、観光振興や地域活性

化に貢献する。 

活用に関する計画 

・様々な手法による情報発信 

・市民との連携 

・動線整備 

・ガイダンス施設整備 

 

整備計画 基本方針 

調査に関する計画 

・発掘調査、分布調査の実施 

・総合調査による城の実態解明 

・多様な価値に関する調査 

 

 

保存に関する計画 

・石垣等遺構の把握や保存 

・火災等防災や防犯の対策 

・利用者のマナー向上の取組み 

 

整備に関する計画 

・遺構整備 

・説明板やアプリ等解説ツールの整備 

・便益施設整備 

 

周辺整備との連携 

岐阜公園、長良川、城下町、周辺文

化財の調査・整備と連携した取組みに

よるエリア一帯の魅力向上  
史跡整備及び保存管理の推進体制 
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山麓部 

・城主居館の姿を顕在化 
・信長公のおもてなしを体感 

できる空間整備 
・岐阜公園と調和した一体感の

ある整備 
・史跡見学の起点となる機能の

向上 

山林部 

・砦跡や登城路等を顕在化 
・戦国時代の山城を体感できる 
空間整備 

・自然や景観、憩いの山等、多様な
価値を感じられる整備 

・安心、安全に登山が楽しめる機能
の向上 

山上部 

・山城の姿を顕在化 
・道三公と信長公の城づくりを 

体感できる空間整備 

・山上からの眺望を活かした整備 
・史跡にふさわしい景観の整備 
・来訪者が安心、安全に見学ができ

る機能の向上 

岐阜公園地区 

・岐阜公園再整備事業の
推進 

旧城下町地区 

・城下町の構造解明 
・ガイド育成等まち歩き

環境の向上 

周辺砦群地区 

・砦跡の構造解明 
・散策ルートの整備 

川原町地区 

・『ぎふ長良川鵜飼かわまちづくり 

計画』に基づく、地域の魅力向上 
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○安全に配慮した上で、石垣が見学できるよう露出し、それ

を阻害する樹木の伐採や見学路等の設置を行う。 
 

○植生管理重点箇所を設定し、関係機関と協議・連携を図

りながら計画的に樹木を伐採することで、山上から遠方

を眺めた時の眺望確保や、城下町等から眺めた際の山

城らしい景観の復元を行う。 
 

○城郭としての姿を顕在化するため、調査成果を踏まえた

門や曲輪跡等の遺構整備を推進する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

２．山上部の城郭景観復元 

３．山麓居館庭園整備 

○「後斎藤期・織田期の城の解明」を目的として、山上部を

中心に必要な個所の調査を実施し、曲輪や虎口の構造

とその変遷、石材供給等の実態に迫る。 

調査箇所：天守周辺、一ノ門、二ノ門、裏門、上台所等 

 

※分布調査で石垣や平坦地が確認されている山林部や山麓

部についても、調査を実施し、内容確認を進めていく。 

１．山上部発掘調査の推進 

発掘作業の様子 

山上部整備イメージ図 

山麓部整備イメージ図 

○山麓部の居館跡で確認された、岩盤から滝が流れ落ち

る庭園跡の庭園空間整備を行う。 

 

○山麓居館庭園整備と史跡の解説を行うガイダンス施設

を一体で計画することで、それぞれの機能・役割を補完し

た相乗効果の高い整備を目指す。 
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山上部周辺 
中長期の整備イメージ図 

山上部縄張図（作図：中井均氏） 
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史跡岐阜城跡整備基本計画 概要版 

2021-2031 
 

令和３年 12 月 
 
 
  編集・発行     岐阜市司町４０番地１ 

岐阜市 ぎふ魅力づくり推進部 文化財保護課 
       

☞計画本編は岐阜市 HP で公開しています。 

長期

令和24年度以降

中期

山
麓
部

調査

整備
(遺構)

山麓居館庭園整備

赤ヶ洞の発掘調査

山麓居館庭園整備

令和14～23年度

短期

令和４(2022)～令和13(2031)年度

　　     時期・年度

事業項目

岐
阜
公
園
地
区

整備
(遺構)

活用
(ガイダンス施設)

活用
(動線)

保存山
上
部

調査

山
林
部

調査

活用
(動線)

山麓居館、登城

路の調査

活用
(ガイダンス施設)

歴史博物館再整備

植生管理重点箇所の伐採
石垣・岩盤等崩落防止対策

山林部砦跡整備

範囲内の古墳、

登城路等の調査
砦跡の発掘調査砦跡の発掘調査

山麓部整備検討

発掘調査案内所での

情報発信

山上部の発掘調査 山上部の調査 山上部の調査

山林部砦跡整備

転落防止柵や階段等の再整備

ガイダンス施設整備 ガイダンス施設開設

登山道舗装整備

天守閣耐震・資料館再整備

登山道舗装整備

整備
(遺構)

山上部石垣整備

石垣見学ルート整備
山上部整備検討 山上部整備検討


